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一
　
は
じ
め
に

　
『
玉
塵
抄（
１
）』

に
は
「
ら
う
」
１
４
３
例
「
つ
ら
う
」
83
例
「
う
ず
ら
う
」

32
例
が
現
れ
る（
２
）。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
つ
ら
う
」「
う
ず
ら
う
」
は
複
合

辞（
３
）で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
語
の
助
動
詞
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
三

者
の
共
通
点
は
二
つ
あ
る
。
上
接
語
が
全
て
動
詞
で
あ
る
こ
と
と
、
一
般

に
係
助
詞
に
呼
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
上
接
語
の
動
詞
に
つ
い
て

は
、
ラ
変
（
存
在
詞
）「
あ
る
（
あ
り
）」
と
他
の
一
般
動
詞
と
に
分
け
た

場
合
、
三
者
に
は
次
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
（
以
下
「
ら
う
」「
つ
ら
う
」「
う

『
玉
塵
抄
』
に
お
け
る

「
ら
う
・
つ
ら
う
・
う
ず
ら
う
」
の
用
法

山
田
　
潔

ず
ら
う
」
を
ラ
ウ
・
ツ
ラ
ウ
・
ウ
ズ
ラ
ウ
と
表
記
す
る
）。

ラ
ウ

ツ
ラ
ウ

ウ
ズ
ラ
ウ

ラ
変
「
あ
る
」

120

17

５

一
般
動
詞

23

66

27

　

す
な
わ
ち
、
ラ
ウ
は
、
ツ
ラ
ウ
・
ウ
ズ
ラ
ウ
に
比
し
て
著
し
く
ラ
変
「
あ

る
」
に
傾
い
て
い
る
。

　

次
に
、
係
助
詞
と
の
呼
応
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
分
布
が
見
ら
れ

る
。
φ
は
係
助
詞
無
し
を
示
す
。
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ラ
ウ

ツ
ラ
ウ

ウ
ズ
ラ
ウ

カ

６

３

24

コ
ソ

74

55

０

ゾ

50

18

０

φ

13

７

８

　

ラ
ウ
は
コ
ソ
・
ゾ
と
の
呼
応
に
さ
ほ
ど
の
用
例
の
差
異
は
な
い
の
に
対

し
、
ツ
ラ
ウ
は
コ
ソ
の
用
例
の
方
が
か
な
り
多
い
。
さ
ら
に
、
ウ
ズ
ラ
ウ

は
コ
ソ
・
ゾ
と
呼
応
せ
ず
、
カ
と
呼
応
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て

行
き
た
い
。

　

１　

�

ラ
ウ
の
上
接
語
が
ラ
変
「
あ
る
」
に
傾
い
て
い
る
の
は
何
を
意
味

す
る
か
。

　

２　

�

ツ
ラ
ウ
が
多
く
コ
ソ
の
結
び
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
何
を
意
味

す
る
か
。

　

３　

�

ウ
ズ
ラ
ウ
が
コ
ソ
・
ゾ
と
呼
応
せ
ず
、
カ
と
呼
応
す
る
の
は
何
を

意
味
す
る
か
。

　

以
下
、
ツ
ラ
ウ
・
ラ
ウ
・
ウ
ズ
ラ
ウ
の
順
序
で
考
察
を
進
め
る
。
各
節

ご
と
に
、
用
例
に
通
し
番
号
を
付
す
る
。

二
　
ツ
ラ
ウ
の
用
法

　

ツ
ラ
ウ
は
「
つ
ら
む
」
を
出
自
と
す
る
が
、「
つ
ら
む
」
自
体
が
「
つ

＋
ら
む
」
と
い
う
連
語
で
は
な
く
、「
つ
ら
む
」
で
１
語
の
助
動
詞
（
複

合
辞
）
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
詳
細
に
述
べ
た
こ
と
が
あ

る
（
注（
２
））
の
で
、
そ
れ
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
が
、
要
点
を
簡
略
に
述

べ
る
と
、
ま
ず
、「
き
」
が
言
語
主
体
の
置
か
れ
た
現
在
と
、
も
は
や
何

の
つ
な
が
り
も
持
た
な
い
遠
い
過
去
を
表
わ
す
の
に
対
し
、「
つ
」
は
、

言
語
主
体
の
置
か
れ
た
現
在
と
密
接
に
関
連
す
る
直
前
の
（
近
い
）
過
去

を
表
わ
す（
４
）。
そ
し
て
、「
け
む
」
が
「
き
」
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
よ
う

な
遠
い
過
去
の
コ
ト
ガ
ラ
を
推
量
す
る
の
に
対
し
、「
つ
ら
む
」
は
「
つ
」

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
直
前
の（
近
い
）過
去
の
コ
ト
ガ
ラ
を
推
量
す
る
。

す
な
わ
ち
、「
ら
む
」
は
「
現
在
推
量
（
て
い
る
だ
ろ
う
）」
の
「
現
在
」

の
意
味
を
捨
象
し
、
単
な
る
「
推
量
」
を
表
わ
す
。
し
た
が
っ
て
、「
け
む
」

が
１
語
の
助
動
詞
で
あ
る
の
と
同
様
に
「
つ
ら
む
」
は
１
語
の
助
動
詞
で

あ
る
。
そ
れ
を
次
の
歌
で
説
明
す
る
。

思
ひ
つ
つ
ぬ
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
さ
め
ざ
ら
ま

し
を
（
古
今
和
歌
集
）
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「
見
え
つ
ら
む
」
は
「
見
え
て
し
ま
っ
（
完
了
）
て
い
る
の
だ
ろ
う
（
現

在
推
量
）」
な
ど
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
た
っ
た
今
の
夢
に
見
え
た
の

だ
ろ
う
」
の
意
味
で
あ
る
。
下
の
句
が
示
す
よ
う
に
、
な
ぜ
目
を
覚
ま
し

て
し
ま
っ
た
の
か
、
今
か
ら
で
も
夢
の
中
に
戻
り
た
い
と
い
う
悔
し
い
思

い
を
述
べ
て
い
る
。

　

ツ
ラ
ウ
は
こ
の
「
つ
ら
む
」
の
用
法
を
受
け
継
い
で
い
る
が
、
室
町
期

に
は
過
去
推
量
「
け
む
」
が
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ツ
ラ
ウ
が
広
義

で
の
過
去
推
量
を
担
当
し
て
い
る
（
タ
ラ
ウ
は
、
体
言
に
上
接
す
る
用
法

が
一
般
で
、
文
末
終
止
の
用
法
は
未
だ
稀
で
あ
る
）。

　

ち
な
み
に
、
ツ
も
衰
退
し
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
稀
に
現
れ
る
の
み
で

あ
る
。「
サ
キ
ニ
（
＝
先
程
）」
と
い
う
副
詞
が
示
す
よ
う
に
、
直
前
の
過

去
の
意
味
を
残
し
て
い
る
。

１�

サ
キ
ニ
波
ノ
字
ア
ン
ジ
ナ
ヲ
セ
ト
ア
ツ
ヽ
ル
ミ
チ
〳
〵
案
シ
タ
ニ
中

ノ
字
ニ
ナ
ヲ
サ
ウ
ト
思
フ

ガ
イ
カ
ン
ト
云
タ
ソ
（
二
11
オ
）

　

ま
た
、「
つ
ら
む
」
に
現
在
の
コ
ト
ガ
ラ
を
推
量
す
る
用
例
が
稀
に
見

ら
れ
る（
５
）の

と
同
様
に
、
ツ
ラ
ウ
に
も
現
在
の
コ
ト
ガ
ラ
を
推
量
す
る
用
例

が
稀
に
認
め
ら
れ
る
。『
玉
塵
抄
』
に
次
の
１
例
が
現
れ
る
。
他
の
82
例

は
全
て
過
去
推
量
の
用
法
に
属
す
る
。

２�

杜
子
美
ガ
天
末
ノ
李
白
ヲ
思
テ
作
タ
句
ナ
リ
…
ク
ル
ヽ
雲
ノ
カ
ヲ
打

ナ
カ
メ
テ
江
東
ノ
ア
ン
ノ
ア
タ
リ
ニ
ソ
イ
ツ
ラ
ウ
ト
思
テ
ミ
ヤ
ツ
タ

ソ
（
一
６
オ
）

　

さ
て
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、「
コ
ソ
～
ツ
ラ
ウ
」
の
用
例
が
多
い

（
83
例
中
55
例
）
の
で
、
そ
の
用
法
を
中
心
に
見
て
行
き
た
い
。

　
「
コ
ソ
～
ツ
ラ
ウ
」
の
用
法
で
、
特
筆
す
べ
き
は
「
已
然
形
＋
バ
コ
ソ

～
ツ
ラ
ウ
」
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
（
６
例
）
こ
と
で
あ
る
。
先
に
「
思

ひ
つ
つ
ぬ
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
」
の
用
例
を
掲
げ
た
が
、
こ
の
歌
の

「
つ
ら
む
」
の
用
法
は
、「
人
の
見
え
」
た
か
ど
う
か
を
推
量
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
な
ぜ
夢
に
現
れ
た
の
か
、
そ
れ
は
「
思
ひ
つ
つ
ぬ
れ
ば
や
」

で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
原
因
・
理
由
を
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。「
ら

む
」
に
は
、
上
接
す
る
コ
ト
ガ
ラ
自
体
の
推
量
と
、
そ
の
コ
ト
ガ
ラ
の
原

因
・
理
由
を
推
量
す
る
用
法
と
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
柄
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
「
つ
ら
む
」
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
室
町
期
に
は

係
助
詞
「
や
」
が
衰
退
し
て
お
り
、
ツ
ラ
ウ
に
関
し
て
言
え
ば
、「
已
然

形
＋
バ
コ
ソ
～
ツ
ラ
ウ
」
が
そ
の
表
現
形
式
に
属
す
る
。

３�

鶏
頭
ハ
ト
ツ
サ
カ
ナ
リ
此
ヲ
ア
ツ
メ
テ
シ
タ
カ
又
雞
ノ
毛
ヲ
ア
ツ
メ

テ
シ
タ
カ
イ
ツ
レ
ニ
鶏
頭
ノ
字
ノ
心
ア
ラ
ウ
ソ
奇
異
ナ
物
ナ
レ
ハ
コ

ソ
献
シ
ツ
ラ
ウ
（
二
七
49
ウ
）

４�
乃ナ
イ

東
…
冬
至
ノ
後
ニ
デ
ク
ル
ソ
五
月
ノ
夏
ハ
カ
ル
ヽ
ソ
本
草
ニ
ア
ル

ト
シ
タ
ソ
医
者
ニ
タ
ツ
ネ
ヌ
ソ
薬
ニ
ナ
ル
草
ナ
レ
バ
コ
ソ
本
草
ニ
ノ

ツ
ラ
ウ
ソ
（
一
２
ウ
）
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用
例
４
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
乃
東
」
が
ど
う
い
う
草
で
あ
る
か
不
明

で
あ
る
が
、
本
草
書
に
載
っ
て
い
る
の
は
薬
に
な
る
草
だ
か
ら
で
あ
ろ
う

の
意
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
已
然
形
＋
バ
コ
ソ
～
ツ
ラ
ウ
」
は
既
定
の

コ
ト
ガ
ラ
の
原
因
・
理
由
を
推
量
す
る
も
の
で
あ
る
。「
ゾ
～
ツ
ラ
ウ
」

に
は
こ
の
用
法
は
見
ら
れ
な
い
。
ゾ
自
体
が
衰
退
し
て
い
る
と
見
る
よ
り

は
、
コ
ソ
に
比
し
て
係
助
詞
と
し
て
の
陳
述
性
が
弱
く
、
し
た
が
っ
て
、

「
已
然
形
＋
バ
」と
い
う
条
件
句
に
下
接
し
え
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ツ
ラ
ウ
だ
け
で
な
く
ラ
ウ
に
も
こ
の
用
法
は
あ
り
得
る
。
実
際
に
次
の

２
例
が
認
め
ら
れ
る
。
同
様
に
「
已
然
形
＋
バ
コ
ソ
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。５�

橋
柱
ノ

下
ノ

横
木
ノ

入
ル
レ

沙
ニ

者
ヲ

曰
フ
二（
蹲
鴟
）ト
一

ハ
ウ
ハ
シ
ラ
シ
タ
ノ

木
ノ
ヨ
コ
ナ
木
ノ
沙
ノ
中
エ
ス
リ
入
タ
ヲ
（
蹲
鴟
）
ト
云
ソ
鴟
ニ
ニ

タ
レ
バ
コ
ソ
云
ラ
ウ
（
九
10
ウ
）

６�

殷
ノ
湯
王
ノ
時
七
年
大
旱
シ
タ
ソ
桑
林
ノ
神
ニ
爪
ナ
ド
キ
ツ
テ
吾
ツ

ミ
ア
レ
ハ
コ
ソ
カ
ウ
ア
ル
ラ
ウ
メ
テ
ナ
ゲ
カ
レ
タ
ツ
レ
ソ

�

（
一
七
９
オ
）

　

右
は
、
既
定
の
コ
ト
ガ
ラ
に
対
し
、
そ
の
原
因
・
理
由
を
推
量
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
既
定
の
コ
ト
ガ
ラ
を
根
拠
と
し
て
、
一

定
の
推
量
を
述
べ
る
用
法
が
認
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
確
定
順
接
の
接

続
助
詞
「
ホ
ド
ニ
」
を
用
い
て
根
拠
を
示
し
た
上
で
、「
コ
ソ
（
ゾ
）
～

ツ
ラ
ウ
」
を
結
び
と
す
る
。

７�

輺
重
…
コ
サ
〳
〵
モ
ノ
衣
服
サ
カ
酒
ナ
ド
ヲ
ノ
ス
ル
テ
ガ
ル
イ
車
ト

ア
リ
サ
レ
ド
モ
名
ニ
重
ト
云
ホ
ト
ニ
ヲ
モ
イ
物
ヲ
モ
ツ
ミ
ゾ
シ
ツ
ラ

ウ
ソ
（
一
一
39
オ
）

８�

人
心
性
ハ
水
ノ
湍
ノ
如
ク
ナ
ソ
…
水
ノ
ハ
ヤ
イ
湍
ニ
此
字
ヲ
カ
イ
タ

ホ
ト
ニ
性
ノ
ハ
ヤ
イ
コ
ト
水
ノ
ハ
ヤ
イ
湍
ニ
コ
ソ
比
シ
ツ
ラ
ウ

�

（
三
三
53
ウ
）

９�

此
弾
枝
ガ
汗ア
セ

ヲ
カ
ケ
バ
以
タ
主
カ
ヤ
ム
ソ
主
カ
シ
ヌ
レ
ハ
枝
カ
折ヲ
ル
ヽソ

枝（
杖
）ト
ハ
セ
ネ
ド
モ
老
人
ニ
タ
マ
ワ
ル
ホ
ト
ニ
杖
ニ
コ
ソ
ツ
イ
ツ
ラ
ウ

ソ
（
六
９
オ
）

　

第
７
例
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
輺
重
」
は
「
テ
ガ
ル
イ
車
」
と
あ
る
け

れ
ど
も
、「
重
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
「
ヲ
モ
イ
物
ヲ
モ
ツ
ミ
」
も
し

た
の
で
あ
ろ
う
と
推
量
す
る
。

　

接
続
助
詞
「
ホ
ド
ニ
」
を
用
い
た
用
例
は
「
ゾ
～
ツ
ラ
ウ
」
１
例
「
コ

ソ
～
ツ
ラ
ウ
」
２
例
で
は
あ
る
が
、
ツ
ラ
ウ
は
単
な
る
過
去
推
量
で
は
な

く
、
何
ら
か
の
根
拠
に
基
づ
く
、
言
語
主
体
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
確
信
的

な
推
量
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
の
確
信
の
強
さ
を
、
コ
ソ
が
83
例
中
55
例

も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。接
続
助
詞「
ホ

ド
ニ
」に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、次
の
諸
例
が
示
す
よ
う
に
、

文
脈
上
そ
の
推
量
の
根
拠
を
示
唆
す
る
用
例
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
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10�

陸
（
放
翁
）
カ
書
籍
ヲ
ヲ
ク
室
ノ
名
ヲ
（
書
巣
）
ト
云
タ
ソ
書
コ
ソ

多
ウ
ア
ツ
ヽ
ラ
ウ
ソ
（
四
四
23
ウ
）

11�

天
カ
カ
ケ
テ
日
月
ナ
イ
ホ
ト
ニ
ク
ラ
イ
所
ヲ
鍾
山
ノ
龍
カ
火
ヲ
口
ニ

フ
ク
ン
テ
西
北
ノ
天
門
ヲ
テ
ラ
イ
タ
ソ
山
神
ノ
龍
ハ
火
龍
テ
コ
ソ
ア

ツ
ヽ
ラ
ウ
ソ
（
五
19
オ
）

12�

吾
カ

家
ノ

壁
ヲ
コ
ト
〳
〵
ク
紅
ノ
泥
テ
ヌ
ツ
タ
ソ
泥
ニ

ア
カ
イ
薬
カ
ナ

ン
ゾ
合
セ
テ
コ
ソ
シ
ツ
ラ
ウ
ソ
（
一
九
43
ウ
）

13�

酒
サ
メ
テ
此
ヲ
ミ
テ
吾
ト
神
変
神
ノ
ワ
ザ
ヂ
ヤ
又
カ
ウ
ス
ル
此
ノ
ヤ

ウ
ニ
ハ
テ
ク
マ
イ
ト
云
タ
ソ
マ
ン
ジ
コ
ソ
シ
ツ
ラ
ウ
ソ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ

世
間
ニ
張
旭
カ
ツ
ブ
リ
ト
異
名
ニ
云
タ
ソ
（
三
七
11
オ
）

14�

祈
祷
ノ
為
ニ
セ
ニ
ヲ
コ
ヽ
エ
ソ
ナ
エ
タ
ト
云
タ
ソ
ト
コ
ニ
ヲ
イ
タ
ト

コ
ソ
云
ツ
ラ
ウ
ヤ
カ
テ
ソ
コ
ヲ
ホ
ツ
タ
レ
ハ
一
万
貫
ヲ
得
タ
ソ

�

（
一
〇
65
ウ
）

　

用
例
10
は
「
書
巣
」
と
い
う
名
称
か
ら
「
書
コ
ソ
多
ウ
ア
ツ
ヽ
ラ
ウ
ソ
」

と
判
断
す
る
。
用
例
11
は
「
火
ヲ
口
ニ
フ
ク
ン
テ
～
」
か
ら
「
火
龍
テ
コ

ソ
ア
ツ
ヽ
ラ
ウ
ソ
」
と
判
断
す
る
。
他
の
用
例
も
前
後
に
そ
の
よ
う
に
推

量
す
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
コ
ソ
（
ゾ
）
～

ツ
ラ
ウ
（
83
例
中
73
例
）」
が
示
す
よ
う
に
、
ツ
ラ
ウ
は
単
な
る
過
去
推

量
で
は
な
く
、
言
語
主
体
に
と
っ
て
確
信
的
な
推
量
を
表
わ
す
と
考
え
ら

れ
る
。
元
来
疑
問
詞
を
承
け
る
こ
と
の
な
い
コ
ソ
は
も
と
よ
り
、
疑
問
詞

と
共
起
し
得
る
ゾ
に
つ
い
て
も（
６
）、「

ゾ
～
ツ
ラ
ウ
（
18
例
）」
の
場
合
、
疑

問
詞
を
伴
う
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
３
例
の
み
で
は
あ
る

が
、
ツ
ラ
ウ
が
疑
問
の
係
助
詞
カ
と
呼
応
す
る
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

問
題
と
し
て
残
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

15�

留
レ

意
ハ
意
ヲ
ト
メ
テ
心
ニ
入
レ
テ
イ
カ
ホ
ト
ノ
イ
ト
ス
チ
ヲ
ソ
エ

テ
カ
此
ノ
袍
ヲ
ヌ
イ
シ
タ
テ
ツ
ラ
ウ
ソ
（
三
九
50
ウ
）

16�

ソ
ノ
山
ノ
モ
ト
ハ
死
人
ヲ
ウ
ツ
ム
所
ソ
三
昧
原ワ
ラ

ソ
…
ソ
レ
エ
上
テ
ミ

ヲ
ロ
イ
テ
悲
ミ
ナ
ケ
イ
タ
ソ
昔
カ
ラ
今
マ
テ
イ
カ
ホ
ト
カ
ウ
ツ
マ
レ

ツ
ラ
ウ
ソ
死
ヲ
カ
ナ
シ
ウ
タ
心
ソ
ソ
コ
テ
一
ナ
ケ
キ
シ
タ
ソ

�

（
四
八
４
オ
）

17�

杜
─
モ
年
ワ
カ
イ
男
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
得
テ
レ

意
ヲ

面
白
思
テ
大
酒
ヲ
ノ
ウ

テ
夜
遊
シ
テ
合
歓
セ
ウ
今
夜
─
コ
ヨ
イ
ハ
酔
テ
ド
コ
ノ
楼
上
ニ
カ
ネ

ラ
レ
ツ
ラ
ウ
ト
作
タ
ソ
（
四
五
48
オ
）

　

右
の
３
例
は
「
疑
問
詞
＋
カ
」
で
あ
る
点
が
共
通
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

表
現
形
式
と
し
て
は
疑
問
文
で
あ
る
が
、
意
味
内
容
を
考
え
る
と
感
嘆
文

に
近
い
。
用
例
15
・
16
は
と
も
に
疑
問
詞
「
イ
カ
ホ
ド
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
死
人
・
糸
筋
か
と
い
う
数
量
を
問
う
て
い
る
の
で

は
な
く
、
ど
れ
ほ
ど
沢
山
の
死
人
が
埋
め
ら
れ
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
糸
筋

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
、
と
い
う
詠
嘆
を
表
わ
し
て
い
る
。
同
様
に

用
例
17
も
ど
こ
の
「
楼
上
」
か
を
詮
索
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か



國學院雑誌　第 121 巻第５号（2020年） ─ 42 ─

の
楼
上
で
眠
り
込
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
妻
の
嘆
き
を
表
わ
し
て

い
る
。
ツ
ラ
ウ
が
「
疑
問
詞
＋
カ
」
の
結
び
と
な
る
場
合
は
、
こ
の
よ
う

に
言
語
主
体
の
「
～
こ
と
だ
ろ
う
」
と
い
う
詠
嘆
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ

る
。

三
　
ラ
ウ
の
用
法
（
一
）

　

第
一
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ラ
ウ
の
特
徴
は
、
上
接
語
が
ラ
変
動
詞

「
あ
る
」
の
圧
倒
的
に
多
い
（
１
４
３
例
中
１
２
０
例
）
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
を
考
え
て
行
き
た
い
。
ま
ず
、
係
助
詞
ご
と
に

上
接
動
詞
の
分
布
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

カ

コ
ソ

ゾ

Φ

計

ラ
変
「
あ
る
」

４

62

46

８

120

一
般
動
詞

２

12

４

５

23

計

６

74

50

13

143

ラ
変
「
あ
る
」
ヘ
の
偏
り
は
係
助
詞
全
般
に
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
。
次
に
、

ラ
変
動
詞
「
あ
る
」
を
本
動
詞
（
単
独
用
法
）・
補
助
動
詞
に
分
け
て
示

す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
カ
に
つ
い
て
は
用
例
数
が
少
な
い
の
で
１
か

ら
５
の
全
て
に
は
及
ん
で
い
な
い
が
、
全
般
的
に
係
助
詞
の
相
違
に
よ
る

分
布
の
偏
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ラ
変
「
あ
る
」
ヘ
の
偏
り

は
、
係
助
詞
の
相
違
に
因
る
も
の
で
な
く
、
ラ
ウ
そ
の
も
の
が
内
包
す
る

特
性
で
あ
る
。

カ

コ
ソ

ゾ

Φ

計

１　

本
動
詞

18

７

１

26

２　

断
定
デ
＋
ア
ル

３

10

18

３

34

３　

�

指
示
副
詞
（
カ
ウ
・
サ
ウ
な
ど
）

＋
ア
ル

１

７

１

１

10

４　

形
容
詞
・
形
容
動
詞
類
＋
ア
ル

14

６

１

21

５　

動
詞
連
用
形
テ
＋
ア
ル

13

14

２

29

計

４

62

46

８

120

　

４
「
形
容
詞
・
形
容
動
詞
類
＋
ア
ル
」
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
加
え
る
。

ま
ず
形
容
詞
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
「
連
用
形
コ
ソ
（
ゾ
）
ア
ル
ラ

ウ
」
が
現
れ
る
。

１�

椙
妃
ノ
ヨ
ソ
ヲ
イ
ヲ
云
タ
ソ
雨
ヲ
ヲ
ビ
テ
ヌ
レ
〳
〵
ト
シ
テ
ウ
ツ
ク

シ
ウ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
（
一
八
18
オ
）　

２�

南
宋
ノ
武
帝
ノ
ム
ス
メ
寿
陽
公
主
ナ
リ
ウ
ツ
ク
シ
ウ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
ソ

レ
ニ
ヒ
タ
イ
エ
梅
カ
タ
マ
ツ
テ
ア
ツ
タ
ソ
錦
上
ニ
花
ヲ
シ
イ
タ
コ
ト

ソ
（
二
一
34
オ
）

３�
此
ヤ
ウ
ニ
カ
ナ
シ
イ
コ
ト
ニ
ア
ウ
コ
ト
ヨ
吾
ハ
ヒ
ト
リ
カ
ナ
シ
イ
メ
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ニ
ア
ウ
ソ
蘇
武
ド
ノ
ハ
ナ
ン
ト
イ
ラ
シ
ム
ソ
カ
ナ
シ
ウ
コ
ソ
ア
ル
ラ

ウ
メ
ノ
心
ソ
（
五
二
41
ウ
）

４�

薬
ノ
色
ガ
赤
ウ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
光
テ
テ
リ
〳
〵
ト
ア
ル
ソ
亦
ア
ヲ
イ

碧
ナ
雲
ノ
ヤ
ウ
ナ
色
モ
マ
シ
ツ
テ
ア
ル
ラ
ウ
ソ
（
一
五
77
オ
）

　

係
助
詞
コ
ソ
・
ゾ
を
伴
わ
な
い
場
合
も
、「
形
容
詞
連
用
形
＋
ア
ル
」

の
用
例
は
多
く
認
め
ら
れ
る
。

５�

猗
々
ハ
竹
ノ
ウ
ツ
ク
シ
ウ
ア
ル
ナ
リ
ソ
（
二
四
22
ウ
）

６�

亀
ハ
玄
衣
使
者
ト
モ
云
タ
ソ
ク
ロ
ウ
ア
ル
ソ
水
ニ
ス
ム
ソ

�

（
一
六
18
オ
）

７�

渦
ハ
エ
ク
ボ
ト
云
ソ
美
人
ノ
笑
テ
ホ
ウ
ニ
ク
ホ
ミ
ノ
マ
ル
ウ
ア
ル
ヲ

云
ソ
（
二
六
28
オ
）

cf.
両
方
ノ
ホ
ウ
ニ
ウ
ツ
ク
シ
ウ
エ
ク
ボ
ノ
ア
ツ
タ
コ
ト
ソ（
五
〇
52
オ
）

８�

カ
ウ
ヘ
カ
イ
タ
ミ
カ
ア
リ
サ
シ
ツ
ク
ヤ
ウ
ニ
イ
タ
ウ
ア
ツ
タ
ソ

�

（
五
64
ウ
）

９�

ヲ
ヒ
ヤ
冠
ノ
ケ
タ
カ
ウ
ア
ル
ヲ
山
ヤ
雲
ニ
タ
ト
エ
タ
ソ（
二
五
35
ウ
）

　

し
た
が
っ
て
、「
連
用
形
コ
ソ
（
ゾ
）
ア
ル
ラ
ウ
」
は
、
こ
の
「
形
容

詞
連
用
形
＋
ア
ル
」
を
、
文
末
の
ラ
ウ
と
呼
応
さ
せ
る
た
め
に
、
コ
ソ
・

ゾ
が
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
形
容
動
詞
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
で
は
「
ま
だ
ら
で
あ
る
」
の
よ

う
に
連
用
形
は
「
─
で
」
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は
、
次
の
よ
う
に
「
─

の
楼
上
で
眠
り
込
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
妻
の
嘆
き
を
表
わ
し
て

い
る
。
ツ
ラ
ウ
が
「
疑
問
詞
＋
カ
」
の
結
び
と
な
る
場
合
は
、
こ
の
よ
う

に
言
語
主
体
の
「
～
こ
と
だ
ろ
う
」
と
い
う
詠
嘆
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ

る
。

三
　
ラ
ウ
の
用
法
（
一
）

　

第
一
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ラ
ウ
の
特
徴
は
、
上
接
語
が
ラ
変
動
詞

「
あ
る
」
の
圧
倒
的
に
多
い
（
１
４
３
例
中
１
２
０
例
）
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
を
考
え
て
行
き
た
い
。
ま
ず
、
係
助
詞
ご
と
に

上
接
動
詞
の
分
布
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

カ

コ
ソ

ゾ

Φ

計

ラ
変
「
あ
る
」

４

62

46

８

120

一
般
動
詞

２

12

４

５

23

計

６

74

50

13

143

ラ
変
「
あ
る
」
ヘ
の
偏
り
は
係
助
詞
全
般
に
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
。
次
に
、

ラ
変
動
詞
「
あ
る
」
を
本
動
詞
（
単
独
用
法
）・
補
助
動
詞
に
分
け
て
示

す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
カ
に
つ
い
て
は
用
例
数
が
少
な
い
の
で
１
か

ら
５
の
全
て
に
は
及
ん
で
い
な
い
が
、
全
般
的
に
係
助
詞
の
相
違
に
よ
る

に
」
が
用
い
ら
れ
る（
７
）。

10�

木
ノ
色
カ
斑
ニ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
ソ
（
三
五
36
ウ
）

11�

王
（
愷
）
ハ
此
モ
タ
ノ
シ
イ
者
ソ
此
ハ
赤
（
石
脂
）
テ
ヌ
ツ
タ
ソ
赤

（
石
脂
）
ニ
マ
レ
ニ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
ソ
（
八
39
オ
）

　

後
者
の「
マ
レ
ニ
ソ
ア
ル（
ラ
ウ
ソ
）」は
、現
代
語
の
感
覚
で
言
え
ば
、

「
稀
に
あ
る
」
で
は
な
く
「
稀
で
あ
る
」
の
意
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
色

彩
全
般
も
形
容
動
詞
「
─
ニ
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

12�

紫
（
皮
鴟
）
ハ
色
カ
紫
ニ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
（
九
11
オ
）

13�

禹
錫タ
マ
ウ二

元
（
珪
ヲ

）一
…
元
ハ
玄
ト
同
ソ
ク
ロ
色
ニ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
ソ

�

（
一
九
54
オ
）

　

さ
ら
に
、形
容
動
詞
と
同
じ
活
用
を
す
る
助
動
詞「
ヤ
ウ
ナ（
如
ク
ナ
）」

も
「
ヤ
ウ
ニ
（
如
ク
ニ
）
ア
ル
」
で
あ
る
。

14�

巴
山
ノ
月
ハ
ナ
ニ
ト
カ
満
月
ニ
馬
ヲ
引
フ
ク
ラ
メ
タ
ヤ
ウ
ニ
ア
ル
ラ

ウ
ソ
（
三
五
12
オ
）

15�

宝
山
ノ
マ
エ
フ
モ
ト
路
ガ
ク
ル
リ
〳
〵
マ
ガ
ツ
テ
ク
ラ
マ
ノ
七
曲マ
ガ
リノ

如
ニ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
（
一
六
23
オ
）

　

以
上
、「
形
容
詞
・
形
容
動
詞
＋
ア
ル
」
の
用
例
を
見
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
ア
ル
を
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
「
ワ
カ
イ

葉
ノ
ア
ヲ
〳
〵
ト
ア
ル
（
三
34
オ
）」「
春
ノ
日
ノ
ノ
ド
〳
〵
ト
ア
ル

（
二
二
10
ウ
）」「
人
ノ
カ
ヲ
ノ
色
ナ
ト
ウ
ル
〳
〵
ト
ア
ル
（
二
五
33
ウ
）」

分
布
の
偏
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ラ
変
「
あ
る
」
ヘ
の
偏
り

は
、
係
助
詞
の
相
違
に
因
る
も
の
で
な
く
、
ラ
ウ
そ
の
も
の
が
内
包
す
る

特
性
で
あ
る
。

カ

コ
ソ

ゾ

Φ

計

１　

本
動
詞

18

７

１

26

２　

断
定
デ
＋
ア
ル

３

10

18

３

34

３　

�

指
示
副
詞
（
カ
ウ
・
サ
ウ
な
ど
）

＋
ア
ル

１

７

１

１

10

４　

形
容
詞
・
形
容
動
詞
類
＋
ア
ル

14

６

１

21

５　

動
詞
連
用
形
テ
＋
ア
ル

13

14

２

29

計

４

62

46

８

120

　

４
「
形
容
詞
・
形
容
動
詞
類
＋
ア
ル
」
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
加
え
る
。

ま
ず
形
容
詞
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
「
連
用
形
コ
ソ
（
ゾ
）
ア
ル
ラ

ウ
」
が
現
れ
る
。

１�

椙
妃
ノ
ヨ
ソ
ヲ
イ
ヲ
云
タ
ソ
雨
ヲ
ヲ
ビ
テ
ヌ
レ
〳
〵
ト
シ
テ
ウ
ツ
ク

シ
ウ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
（
一
八
18
オ
）　

２�

南
宋
ノ
武
帝
ノ
ム
ス
メ
寿
陽
公
主
ナ
リ
ウ
ツ
ク
シ
ウ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
ソ

レ
ニ
ヒ
タ
イ
エ
梅
カ
タ
マ
ツ
テ
ア
ツ
タ
ソ
錦
上
ニ
花
ヲ
シ
イ
タ
コ
ト

ソ
（
二
一
34
オ
）

３�

此
ヤ
ウ
ニ
カ
ナ
シ
イ
コ
ト
ニ
ア
ウ
コ
ト
ヨ
吾
ハ
ヒ
ト
リ
カ
ナ
シ
イ
メ
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「
人
ノ
ナ
リ
モ
心
モ
ノ
ン
ビ
ラ
ト
ア
ル
（
四
三
49
オ
）」
な
ど
の
ア
ル
は

上
接
の
副
詞
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
、
し
た

が
っ
て
、
ア
ル
は
本
動
詞
の
性
格
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
ア
ル
」
に

対
し
、
上
接
の
副
詞
は
装
定
（
修
飾
）
の
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、

「
形
容
詞
・
形
容
動
詞
＋
ア
ル
」
の
ア
ル
も
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。「
指
示
副
詞
（
カ
ウ
・
サ
ウ

な
ど
）
＋
ア
ル
」
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
断
定

デ
＋
ア
ル
」
も
、
デ
が
断
定
「
ヂ
ヤ
」
の
連
用
形
で
あ
る
な
ら
ば
、
ア
ル

は
述
定
の
補
助
動
詞
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
疑
問
は
残
る
。
周
知
の
如

く
、
山
田
孝
雄
博
士
は
デ
を
格
助
詞
と
し
て
扱
う
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ

う
な
も
の
を
断
定
「
デ
」
と
考
え
て
良
い
か
ど
う
か
。

16�

山
陽
ト
云
所
ノ
守
護
ニ
ナ
ツ
タ
ソ
民
百
姓
カ
ナ
ツ
イ
テ
喜
タ
ソ
イ
ツ

マ
テ
モ
コ
ヽ
ノ
守
護
テ
ア
レ
カ
シ
ト
思
ウ
タ
ソ
（
二
五
44
オ
）

17�

淮
南
王
テ
劉
安
ノ
ア
ツ
タ
ソ
（
一
八
45
オ
）

18�

太
宗
ノ
秦
王
デ
イ
ラ
シ
ム
タ
時
ニ
唐
ニ
帰
シ
テ
ツ
カ
エ
タ
ソ

�

（
一
六
24
オ
）

　

こ
の
よ
う
な
品
詞
論
は
さ
て
お
き
、
次
の
よ
う
な
「
～
デ
＋
ア
ル
」
も
、

言
語
主
体
の
置
か
れ
た
現
在
か
ら
見
て「
そ
う
で
あ
る
」こ
と
を
表
わ
す
。

す
な
わ
ち
、
ツ
ラ
ウ
が
過
去
の
コ
ト
ガ
ラ
に
対
す
る
判
断
で
あ
る
の
に
対

し
、「
～
デ
＋
ア
ル
ラ
ウ
」
は
現
在
の
コ
ト
ガ
ラ
と
し
て
捉
え
た
判
断
で

あ
る
。

19�

王
ガ
位
ガ
宰
相
ニ
ツ
ヽ
イ
タ
位
テ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
ソ
（
一
〇
54
ウ
）

20�

カ
ヲ
ニ
キ
ズ
ア
ツ
テ
カ
タ
ワ
者
デ
ハ
ア
レ
ド
モ
物
シ
リ
デ
ゾ
ア
ル
ラ

ウ
（
七
46
オ
）

21�

劉
震
カ
ム
ス
メ
ア
リ
名
ヲ
无
双
ト
云
タ
ソ
定
テ
第
一
ノ
美
人
デ
ソ
ア

ル
ラ
ウ
ソ
（
五
三
37
ウ
）

四
　
ラ
ウ
の
用
法
（
二
）

　

次
に
５
「
動
詞
連
用
形
テ
＋
ア
ル
ラ
ウ
」
の
説
明
に
移
る
。「
～
テ
ゾ

＋
ア
ル
ラ
ウ
」
14
例
「
～
テ
コ
ソ
＋
ア
ル
ラ
ウ
」
13
例
「
テ
Φ
＋
ア
ル
ラ

ウ
」
２
例
が
認
め
ら
れ
る
。

１�

ブ
グ（
ダ
）ウ
ハ
龍
眼
珠
ト
云
フ
龍
ノ
眼
ニ
似
テ
ソ
ア
ル
ラ
ウ（
四
七
８
ウ
）

２�

楚
辞
ニ
ノ
ツ
テ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
（
三
五
66
ウ
）

３�

世
説
ニ
ノ
セ
テ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
ソ
（
一
三
36
ウ
）

４�

一
斗
ハ
カ
リ
酒
ヲ
以
テ
ハ
カ
エ
マ
イ
テ
祭
テ
吾
モ
ノ
ウ
テ
コ
ソ
ア
ル

ラ
ウ
（
四
五
47
オ
）

５�

瓢
ヤ
剣
ヲ
壁
門
ニ
カ
ケ
テ
意
ヲ
楽
テ
酒
ヲ
ノ
ン
テ
ア
ル
ラ
ウ

�

（
四
三
15
ウ
）

現
代
語
で
言
え
ば
「
～
て
い
る
・
～
て
あ
る
」
に
当
た
る
表
現
を
「
～
テ
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ア
ル
」
で
表
現
す
る
。
用
例
１
の
「
似
テ
ソ
ア
ル
（
ラ
ウ
）」
は
現
代
語

の
「
似
て
い
る
」
に
相
当
す
る
。

　

こ
の
「
～
テ
ア
ル
」
自
体
の
用
法
は
数
種
に
亘
る
が
、
こ
こ
で
は
「
～

テ
ア
ル
ラ
ウ
」に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
。次
の
用
例
が
手
掛
か
り
に
な
る
。

６�

四
番
メ
ノ
丹
ノ
名
ヲ
朱
（
丹
）
雲
（
丹
）
ト
云
タ
カ
薬
ノ
色
ガ
赤
ウ

コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
ソ
光
テ
テ
リ
〳
〵
ト
ア
ル
ソ
又
ア
ヲ
イ
碧
ナ
雲
ノ
ヤ

ウ
ナ
色
モ
マ
シ
ツ
テ
ア
ル
ラ
ウ
ソ
丹
薬
ノ
ア
ツ（

ヲ
）ウ

ア
ル
ヲ
膄
ト
云
タ

カ
（
一
五
77
オ
）

　

傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
前
節
で
指
摘
し
た
「
形
容
詞
＋
ア
ル
」「
副

詞
＋
ア
ル
」
の
用
い
ら
れ
た
文
脈
で
「
マ
シ
ツ
テ
ア
ル
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
ア
ル
」
が
上
接
の
副
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
の
と
同
様
に
、「
マ
シ

ツ
テ
ア
ル
」
は
、
動
詞
の
表
わ
す
動
作
性
を
テ
に
よ
っ
て
状
態
性
に
変
換

し
た
上
で
、「
ア
ル
」
が
現
在
そ
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る（
８
）。
そ
れ
故
、「
マ
シ
ツ
テ
ア
ル
ラ
ウ
ソ
」
は
「
混
じ
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
」
の
意
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
動
詞
連
用
形
テ
＋
ア
ル
」

が
状
態
性
を
表
わ
す
用
例
を
数
例
掲
げ
る
。

７�

高
イ
岩
ノ
ア
ヲ
〳
〵
ト
シ
テ
イ
ン
ゾ
ト
立
テ
ア
ル
ハ
剣
ヲ
イ
ク
ツ
モ

ヌ
イ
テ
ソ
ロ
エ
テ
タ
テ
ヽ
ヲ
イ
タ
如
ナ
ソ
（
二
四
34
オ
）

８�

中
ノ
皮
ノ
ウ
ス
ハ
タ
ハ
ウ
エ
ノ
コ
ウ
ニ
ヒ
ツ
ツ
／
イ
テ
ア
ル
ソ

�

（
一
六
14
ウ
／
15
オ
）

９�

某
ハ
清
江
ノ
水
神
ノ
使
者
ナ
リ
漁
人
ノ
ツ
リ
ウ
ド
ニ
ト
ラ
エ
ラ
レ
テ

ア
ル
ト
云
ソ
（
九
50
オ
）

10�

作ヲ
コ
ス（

レ

色
ヲ

）
ト
云
ハ
平
生
ハ
ナ
ニ
ト
モ
ナ
ウ
ア
ル
ソ
キ
ニ
ア
ワ
ヌ
コ

ト
ヲ
云
時
ニ
色
ヲ
チ
カ
エ
テ
ア
ル
コ
ト
ソ
（
二
二
66
ウ
）

　

第
10
例
で
「
ナ
ニ
ト
モ
ナ
ウ
ア
ル
」
と
「
色
ヲ
チ
カ
エ
テ
ア
ル
」
と
が

対
応
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

タ
（
ル
）
と
テ
ア
ル
と
の
相
違
も
微
妙
な
も
の
が
あ
る
が
、
や
は
り
何

ら
か
の
区
別
は
認
め
ら
れ
る
。

11�

貧
ニ
シ
テ
カ
ナ
（
シ
）
ウ
シ
テ
イ
ウ
ヨ
リ
州
ノ
守
護
ノ
所
エ
キ
テ
ア

ラ
ハ
ヨ
イ
コ
ト
ア
ラ
ウ
ト
云
タ
ソ
（
二
五
44
オ
）

12�

人
ノ
ク
ル
足
ヲ
ト
ヲ
キ
イ
テ
喜
タ
ソ
ク
ル
者
ノ
足
ヲ
ト
ヲ
キ
ヽ
シ
ツ

テ
喜
タ
カ
客
人
ヲ
喜
テ
ア
ル
カ
（
五
51
ウ
）

　

用
例
11
は
、「
来
タ
ラ
バ
」
が
来
る
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
の
実
現
を

仮
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
キ
テ
ア
ラ
ハ
」
は
来
て
仕
え
て
い
る
な
ら

ば
と
い
う
状
態
性
の
意
を
含
む
。
12
は
、「
喜
タ
カ
」
が
そ
の
時
の
知
人

の
来
訪
の
喜
び
を
表
わ
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
喜
テ
ア
ル
カ
」
は
、
平

生
客
人
の
訪
問
を
歓
迎
し
て
い
る
と
い
う
意
味
合
い
を
表
わ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
ア
ル
＋
ラ
ウ
」
１
２
０
例
の
「
ア
ル
」
は
、
現
に
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そ
う
で
あ
る
（
断
定
デ
＋
ア
ル
）、
も
し
く
は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ

る
（
副
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
類
＋
ア
ル
動
詞
連
用
形
テ
＋
ア
ル
）
こ

と
を
表
わ
し
、
下
接
す
る
「
ラ
ウ
」
は
、
そ
の
こ
と
を
推
量
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
代
の
「
ら
む
」
と
異
な
り
、
ラ
ウ
自
体

が
「
現
在
」
推
量
を
表
わ
す
の
で
は
な
く
、
上
接
す
る
ア
ル
終
止
形
が
現

在
（
そ
う
で
あ
る
・
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
こ
と
）
を
表
わ
し
、
ラ
ウ

は
そ
の
こ
と
を
推
量
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
れ
は
次
の
よ
う
に
ウ
・

ウ
ズ
が
下
接
す
る
場
合
と
比
較
す
る
と
明
瞭
に
な
る
。

13�

相
人
カ
云
コ
ト
ハ
此
女
人
ハ
富
貴
ニ
ア
ラ
ウ
ト
云
タ
ソ（
一
三
61
ウ
）

14�

吾
ヲ
モ
ト
メ
ラ
レ
ハ
南
山
ノ
南
カ
北
山
ノ
北
ニ
カ
山
居
シ
テ
ア
ラ
ウ

ス
人
間
エ
ヅ
ル
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
イ
ト
云
タ
ソ
（
六
58
オ
）

　

用
例
13
「
富
貴
ニ
ア
ラ
ウ
」
は
現
在
富
貴
で
あ
ろ
う
と
推
量
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
将
来
富
貴
に
な
る
だ
ろ
う
と
相
人
が
占
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
14
「
山
居
シ
テ
ア
ラ
ウ
ス
」
は
、
も
し
今
後
私
を
探
し
求
め
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
人
間
社
会
を
離
れ
、
ど
こ
か
に
山
住
ま
い
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
（
未
来
完
了
）
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ウ
・

ウ
ズ
は
未
来
の
事
態
を
推
量
す
る
点
が
ラ
ウ
と
異
な
る
。

　

最
後
に
、
一
般
動
詞
23
例
（
カ
２
例
・
コ
ソ
12
例
・
ゾ
４
例
・
Φ
５
例
）

に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
ゾ
４
例
は
全
て
「
動
詞
連
用
形
＋
ゾ
ス
ル
」
の
よ

う
な
表
現
形
式
で
、「
ア
リ
ゾ
ス
ル
」
２
例
「
ヒ
カ
リ
ゾ
ス
ル
」「
早
（
？
）

ゾ
ス
ル
」
各
１
例
で
あ
る
。

15�

洞
真
記
ト
ア
リ
ツ
ネ
ニ
此
ノ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ヲ
シ
ル
イ
タ
書
ヲ
洞
記
ト

云
ソ
…
サ
レ
ド
モ
洞
真
モ
ア
リ
ソ
ス
ル
ラ
ウ
メ
（
二
〇
12
オ
）

�

類
例
（
二
九
57
オ
）

16�

外
国
ト
ハ
四
方
ノ
海
ノ
中
ニ
ア
ル
エ
ビ
ス
ノ
ス
ム
国
ソ
ソ
コ
カ
ラ
夜

明
ト
云
苔
ヲ
マ
ラ
セ
タ
ソ
夜
ヒ
カ
リ
ソ
ス
ル
ラ
ウ
（
二
二
23
ウ
）

17�

玉
ノ
ア
ブ
ラ
地
カ
ラ
水
ノ
如
ニ
早（
？
）ソ

ス
ル
ラ
ウ
玉
ノ
酒
ト
云
タ
ソ
此

ヲ
ノ
メ
ハ
長
生
ヲ
サ
ス
ル
ソ
（
四
五
35
オ
）

　

用
例
15
は
存
在
詞
ア
ル
の
文
法
的
ふ
る
ま
い
は
動
詞
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
を
承
け
る
形
式
動
詞
は
ス
ル
で
あ
る
。
用
例
16
は
「
夜
明
ト
云
苔
」
だ

か
ら
「
夜
光
る
の
だ
ろ
う
」
と
推
量
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
超
時
的
な

推
量
で
あ
る
。
用
例
17
「
早
（
？
）
ソ
ス
ル
ラ
ウ
」
は
叡
山
文
庫
本
も
同

文
で
あ
り
（
四
五
57
オ
）
疑
問
例
と
し
て
残
る
。

　

コ
ソ
12
例
の
う
ち
６
例
は
「
云
ラ
ウ
（
＝
言
う
の
だ
ろ
う
）」「
読
ム
（
読

メ
ル（
９
））ラ

ウ（
＝
読
む
の
だ
ろ
う
）」と
い
う
、そ
の
漢
字
漢
語
の
言
い
方
・

読
み
方
を
推
量
し
た
も
の
で
あ
る
（
用
例
18
「
読
メ
ル
ラ
ウ
」）。

18�

月
舟
史
記
ヲ
建
仁
ニ
テ
講
ア
リ
…
濞
ノ
字
ハ
皮
ノ
字
ヲ
付
タ
ホ
ト
ニ

濁
テ
ハ
ヨ
ム
マ
イ
コ
ト
ト
イ
エ
タ
ソ
景
徐
ノ
濁
テ
御
ヨ
ミ
ア
ツ
タ
ワ

ル
イ
ト
ハ
イ
エ
ナ
ン
タ
ソ
…
ド
チ
エ
モ
コ
ソ
ヨ
メ
ル
ラ
ウ
ソ

�

（
五
五
56
ウ
）
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他
の
６
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

19�

モ
シ
人
ノ
ク
ル
ヽ
魚
ヲ
ク
ウ
テ
相
ヲ
ツ
イ
シ
テ
ア
ラ
ハ
タ
レ
ヤ
ノ
人

カ
魚
ヲ
ク
ワ
イ
テ
コ
ソ
イ
ル
ラ
ウ
ト
云
テ
ク
ル
ヽ
者
ア
ル
マ
イ
ソ

�

（
一
三
13
オ
）

20�

ウ
シ
ロ
ノ
方
ヲ
恵
文
冠
ヲ
ナ
シ
テ
ツ
ク
リ
コ
ソ
ス
ル
ラ
ウ

�

（
三
四
24
オ
）

21�

月
（
題
）
カ
ネ
ナ
ド
デ
ウ
ス
ウ
シ
テ
ア
ツ
ル
カ
馬
カ
ア
ユ
マ
バ
カ
ラ

〳
〵
ト
コ
ソ
ヒ
ヾ
ク
ラ
ウ
ソ
（
一
八
36
ウ
）

�

類
例
（
一
七
35
オ
・
一
四
38
オ
）

22�

マ
タ
明
州
ヲ
エ
サ
ラ
イ
テ
コ
ソ
イ
ツ
ラ
ウ
ソ
…
石
（
尤
）
ノ
風
ニ
ツ

イ
シ
テ
ハ
ツ
カ
シ
ウ
コ
ソ
思
ウ
ラ
ウ
メ
ハ
ヤ
ウ
守
護
ヲ
ツ
イ
セ
テ
禄

ヲ
ム
サ
フ
ル
コ
ト
ヲ
風
ニ
タ
イ
シ
テ
ハ
チ
タ
ソ
（
三
28
ウ
）

　

用
例
19
・
20
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
の
と
同
趣
で
あ
る
。
用
例
21
「
馬

カ
ア
ユ
マ
バ
カ
ラ
〳
〵
ト
コ
ソ
ヒ
ヾ
ク
ラ
ウ
ソ
」
は
恒
常
仮
定
の
用
法
に

属
す
る
。
用
例
22
は
前
後
が
「
イ
ツ
ラ
ウ
ソ
」「
ハ
チ
タ
ソ
」
と
過
去
表

現
な
の
で
、「
ハ
ツ
カ
シ
ウ
コ
ソ
思
ウ
ラ
ウ
メ
」
も
「
思
ウ
ツ
ラ
ウ
メ
」

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
を
認
め
る
な
ら
ば
、「
ラ
ウ
」
が
過
去

推
量
を
表
わ
し
、『
玉
塵
抄
』
で
は
孤
例
と
な
る
。

　

最
後
に
、
一
般
動
詞 

の
場
合
の
カ
２
例
、
Φ
５
例
に
分
析
に
移
る
。

ま
ず
カ
２
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

23�

ス
ス
シ
イ
風
ノ
吹
テ
月
ノ
面
白
イ
夜
ニ
玉
人
─
美
人
ト
コ
デ
カ
簫
ヲ

吹
ル
ヽ
ラ
ウ
思
イ
ヤ
リ
テ
ア
チ
キ
ナ
イ
ソ
（
四
三
43
オ
）

24�

吾
ハ
ド
コ
デ
モ
マ
ヲ
ト
コ
ヲ
シ
テ
又
ヲ
ツ
ト
ヲ
人
ノ
女
房
ヲ
カ
ス
ル

ラ
ウ
ト
云
テ
シ
ツ
ト
ス
ル
ソ
（
一
八
20
ウ
）

　

用
例
23
は
、
第
二
節
の
用
例
17
「
ド
コ
ノ
楼
上
ニ
カ
ネ
ラ
レ
ツ
ラ
ウ
」

と
同
様
に
、ど
こ
か
で
美
人
が
簫
を
吹
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
の
意
で
あ
る
。

ラ
ウ
は
一
見
「
現
在
推
量
」
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た

ラ
ウ
の
用
例
か
ら
類
推
す
れ
ば
、「
吹
い
て
い
る
」
の
存
続
の
意
味
は
「
吹

ル
ヽ
」
が
担
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
24
は
浮
気
癖
の
あ
る
女
が
、
夫
も

ま
た
「
人
ノ
女
房
」
と
浮
気
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
嫉
妬
す
る
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
文
脈
上
「
ス
ル
（
ラ
ウ
）」
は
「
現
に
し
て
い
る
」
の

意
味
と
な
る
。

　

Φ
５
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

25�

此
ノ
ア
タ
ラ
シ
イ
家
ノ
イ
ク
タ
リ
ノ
者
ノ
ス
ギ
去
ヲ
見
ツ
ク
ス
ラ
ウ

ソ
（
四
八
23
ウ
）

26�

万
花
紅
紫
ノ
花
ノ
イ
カ
ホ
ド
ノ
ツ
ホ
ミ
ツ
ヽ
ン
テ
ア
ル
ヲ
破
テ
サ
ク

ラ
ウ
ソ
（
四
四
44
オ
）

27�
ア
ト
カ
ラ
ナ
ニ
タ
ル
人
カ
ク
ル
ラ
ウ
ト
思
テ
ア
ト
ヲ
ミ
タ
ソ

（
三
四
４
ウ
）
類
例
（
一
三
54
オ
）

28�

踏
〻
〻
三
ツ
ヽ
ケ
タ
ソ
足
テ
フ
ム
ヒ
ヤ
ウ
シ
モ
ツ
ヽ
ケ
テ
三
ツ
フ
ム
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ラ
ウ
ソ
（
四
八
９
オ
）

　

用
例
25
・
26
は
先
に
掲
げ
た
「
昔
カ
ラ
今
マ
テ
イ
カ
ホ
ト
カ
ウ
ツ
マ
レ

ツ
ラ
ウ
ソ
」
と
同
趣
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
イ
ク
タ
リ
ノ
者
」「
イ
カ
ホ

ド
ノ
ツ
ホ
ミ
」
は
数
量
を
問
う
て
い
る
の
で
は
な
く
「
ど
れ
ほ
ど
沢
山
の

～
こ
と
だ
ろ
う
」
と
い
う
感
嘆
文
に
属
す
る
。
用
例
27
は
疑
問
文
で
あ
る

が
、「
ア
ト
ヲ
ミ
タ
ソ
」
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、「
ナ
ニ
タ
ル
人
カ
ク
ル

ラ
ウ
」
は
「
付
い
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
現
在
の
事
態
の
推
量

を
表
わ
し
て
い
る
。
用
例
28
は
超
時
（
恒
常
）
的
な
推
量
を
表
わ
す
。

　

以
上
ラ
ウ
の
用
法
を
見
て
き
た
。
前
代
の
「
ら
む
」
と
異
な
る
点
は
、

「
現
在
推
量
」
の
「
現
在
（
＝
存
続
）」
の
意
味
は
上
接
す
る
動
詞
が
担
っ

て
い
て
、
ラ
ウ
は
推
量
の
み
を
表
わ
す
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ウ
の
上
接
語
が

ラ
変
「
あ
る
」
に
傾
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
表
徴
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
ラ
ウ
は
、
係
助
詞
ゾ
・
コ
ソ
と
呼
応
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
言
語
主
体
に
と
っ
て
確
か
な
推
量
を
表
わ
す
。

五
　
ウ
ズ
ラ
ウ
の
用
法

　

第
一
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
ウ
ズ
ラ
ウ
は
係
助
詞
ゾ
・
コ
ソ
と
呼
応
せ

ず
、
カ
と
呼
応
す
る
（
24
例
φ
８
例
）
点
が
ラ
ウ
・
ツ
ラ
ウ
と
異
な
る
。

す
な
わ
ち
、
推
量
と
い
う
よ
り
は
疑
問
の
意
を
表
わ
す
。
ま
た
、
ロ
ド
リ

ゲ
ス
が
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

よ
う
に
、
ツ
ラ
ウ
が
過
去
、
ラ
ウ
が
現
在
と
い
う

既
然
態
の
コ
ト
ガ
ラ
を
推
量
す
る
の
に
対
し
、ウ
ズ
ラ
ウ
は
一
般
に
未
来
、

す
な
わ
ち
、
未
然
態
の
コ
ト
ガ
ラ
を
推
量
す
る
。
こ
の
二
点
が
ラ
ウ
・
ツ

ラ
ウ
と
異
な
る
。
以
下
、
具
体
的
に
見
て
行
き
た
い
。

　

ま
ず
、
カ
と
呼
応
す
る
24
例
は
、「
疑
問
詞
＋
カ
～
ウ
ズ
ラ
ウ
」
11
例
、

「
体
言
＋
カ
～
ウ
ズ
ラ
ウ
」
４
例
、「
動
詞
＋
カ
＋
セ
（
ア
ラ
）
ウ
ズ
ラ
ウ
」

９
例
（「
ア
ラ
ウ
ズ
ラ
ウ
」
は
１
例
「
カ
ヤ
サ
イ
デ
カ
ア
ラ
ウ
ス
ラ
ウ
」）

で
あ
る
。
次
に
該
当
す
る
用
例
を
２
例
ず
つ
掲
げ
る
。

「
疑
問
詞
＋
カ
～
ウ
ズ
ラ
ウ
」

１�

牛
ヲ
カ
ウ
テ
牛
ニ
ノ
ツ
テ
角
ヲ
タ
ヽ
イ
テ
堯
舜
ノ
世
ニ
ハ
ア
ワ
ヌ
ソ

イ
ツ
カ
ク
ラ
ヤ
ミ
ノ
夜
カ
ア
ケ
テ
明
ナ
日
ノ
照
ヤ
ウ
ナ
堯
舜
ノ
世
ニ

ア
ワ
ウ
ス
ラ
ウ
ト
ウ
タ
ウ
タ
ソ
（
四
八
11
ウ
）

２�

吾
子
ト
モ
ノ
コ
ト
ハ
云
ニ
不
ㇾ
及
一
門
一
族
モ
ア
ブ
ナ
イ
コ
ト
ソ
ニ

ク
マ
レ
ハ
ナ
ニ
タ
ル
コ
ト
ニ
カ
ア
ワ
ウ
ス
ラ
ウ
（
六
52
ウ
）

「
体
言
＋
カ
～
ウ
ズ
ラ
ウ
」

３�

鼻
ヲ
カ
ソ
キ
ヲ
ト
サ
レ
ウ
ズ
ラ
ウ
ト
思
テ
ヲ
ソ
ル
ヽ
気
色
モ
ス
コ
シ

モ
ナ
イ
ソ
（
四
八
18
オ
）

４�

民
ガ
文
王
ニ
ナ
ツ
ク
ホ
ド
ニ
王
ニ
カ
ナ
ラ
レ
ウ
ズ
ラ
ウ
ト
思
テ
ト
ラ

エ
テ
メ
シ
ウ
ト
ニ
シ
テ
ヲ
イ
タ
ソ
（
一
二
18
オ
）

「
動
詞
＋
カ
＋
セ
（
ア
ラ
）
ウ
ズ
ラ
ウ
」
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５�

賢
人
君
子
ヲ
朝
廷
ア
ゲ
用
イ
ラ
レ
カ
セ
ウ
ス
ラ
ウ
ト
思
テ
賢
人
ノ
材

ヲ
内
々
求
テ
ヲ
イ
タ
心
ソ
（
三
九
４
オ
）

６�

吾
カ
マ
ゲ
タ
ワ
メ
テ
質
ヲ
カ
ヤ
サ
イ
デ
カ
ア
ラ
ウ
ス
ラ
ウ
ト
ソ
コ
ヲ

ヲ
ソ
レ
テ
質
ヲ
ヲ
コ
セ
ヌ
ソ
（
二
〇
28
オ
）

　

次
に
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
ウ
ズ
ラ
ウ
８
例
は
、
疑
問
詞
を
伴
う
も
の
６

例
、
伴
わ
な
い
も
の
２
例
で
あ
る
。
と
も
に
２
例
ず
つ
を
引
用
す
る
。

７�

カ
シ
ラ
ノ
二
ク
チ
ナ
ワ
ヲ
見
ル
者
必
死
デ
ハ
カ
ナ
ワ
ヌ
ト
云
イ
伝
タ

ヲ
聞
タ
ソ
ノ
マ
ヽ
ヲ
イ
タ
ラ
ハ
イ
ク
タ
リ
カ
見
テ
死
セ
ウ
ス
ラ
ウ
ソ

�

（
五
一
39
オ
）

８�

イ
ツ
比
ヨ
ソ
エ
行
タ
人
カ
エ
ラ
レ
ウ
ス
ラ
ウ
ト
問
タ
コ
ト
ソ

�
（
三
五
22
オ
）

９�

田
ヲ
ツ
ク
ル
コ
ト
ヲ
ヤ
メ
テ
兎
ノ
キ
テ
株
ニ
フ
レ
テ
死
ル
カ
ア
ラ
ウ

ス
ラ
ウ
ト
思
テ
ク
イ
ヲ
チ
ヤ
ト
守
テ
イ
タ
ソ
（
一
五
58
オ
）

10�

住
持
ノ
所
ニ
客
来
カ
ア
ル
ソ
用
カ
ヨ
（
ア
欤
）ラ

ウ
ス
ラ
ウ
ト
ウ
帰
ラ
レ
タ
ラ

ハ
ヨ
カ
ラ
ウ
ソ
（
五
83
ウ
）

　

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ズ
ラ
ウ
の
32
例
の
う
ち
30
例
ま
で
が
疑
問
詞
・
疑
問

の
係
助
詞
と
呼
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ズ
ラ
ウ
は
推
量
表
現
よ
り
は

疑
問
表
現
に
属
す
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
が
ウ
ズ
ラ
ウ
の

係
助
詞
ゾ
・
コ
ソ
と
呼
応
せ
ず
、
カ
と
呼
応
す
る
理
由
と
な
る（

（1
（

。

　

次
に
、
ウ
ズ
ラ
ウ
に
上
接
す
る
動
詞
に
つ
い
て
見
て
行
く
、
ま
ず
一
般

動
詞
27
例
は
全
て
未
然
態
（
用
例
1
〜
5
・
7
・
8
）
で
あ
る
。
ラ
変
「
あ

る
」
５
例
は
、
未
然
態
２
例
（
用
例
６
・
９
）、
既
然
態
３
例
（
用
例
10
）

で
あ
る
。
既
然
態
の
他
の
２
例
は
次
の
通
り
。

11�

カ
サ
ウ
ハ
ヤ
ス
イ
ソ
ソ
ツ
ト
五
日
ノ
間
ニ
秘
閣
ノ
ナ
ン
万
カ
ア
ラ
ウ

ス
ラ
ウ
ソ
レ
ヲ
ミ
ワ
タ
シ
ナ
ラ
ウ
コ
ト
ハ
ナ
ル
マ
イ
ト
云
タ
ソ

（
一
三
29
オ
）

12�

死
タ
者
ノ
官
ハ
戸
曹
ニ
ハ
カ
キ
ル
マ
イ
ソ
ナ
ン
ノ
官
テ
カ
ア
ラ
ウ
ズ

ラ
ウ
ソ
（
四
七
38
ウ
）

ラ
変
「
あ
る
」
は
状
態
動
詞
（
存
在
詞
）
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ウ
の
と
こ
ろ

で
見
た
よ
う
に
、
通
常
は
既
然
態
に
属
す
る
が
、
ウ
ズ
ラ
ウ
の
場
合
は
未

然
態
を
も
表
わ
す
点
は
、
前
節
で
挙
げ
た
「
富
貴
ニ
ア
ラ
ウ
」「
山
居
シ

テ
ア
ラ
ウ
ス
」
の
ウ
・
ウ
ズ
が
未
然
態
を
表
わ
す
こ
と
と
同
趣
で
あ
る
。

　

以
上
、『
玉
塵
抄
』
の
用
例
に
基
づ
き
、
ツ
ラ
ウ
・
ラ
ウ
・
ウ
ズ
ラ
ウ

の
用
法
を
見
て
き
た
。
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一　

�

ツ
ラ
ウ
は
過
去
推
量
を
表
わ
す
。
し
か
し
、
前
代
の
「
け
む
」
と

は
異
な
り
、
言
語
主
体
に
と
っ
て
確
信
的
と
言
い
得
る
推
量
を
表

わ
す
。
ツ
ラ
ウ
が
多
く
コ
ソ
の
結
び
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
そ

れ
を
意
味
す
る
。
係
助
詞
カ
と
呼
応
す
る
場
合
は
、
疑
問
で
は
な

く
、
詠
嘆
の
意
味
を
表
わ
す
。
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二　
�

ラ
ウ
は
現
在
推
量
（
既
然
態
）
を
表
わ
す
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。

し
か
し
、
前
代
の
「
ら
む
」
と
異
な
る
の
は
、
ラ
ウ
自
体
が
「
現

在
」
を
含
意
す
る
の
で
は
な
く
、
上
接
の
動
詞
が
現
在
の
状
態
を

表
わ
し
て
お
り
、
ラ
ウ
は
推
量
の
み
を
表
わ
す
。
上
接
語
が
ラ
変

「
あ
る
」
に
傾
い
て
い
る
の
は
そ
れ
を
意
味
す
る
。
コ
ソ
・
ゾ
と

多
く
呼
応
す
る
こ
と
か
ら
、
確
か
な
推
量
を
表
わ
す
と
言
え
る
。

三　

�

ウ
ズ
ラ
ウ
は
、
既
然
態
の
推
量
ツ
ラ
ウ
・
ラ
ウ
の
異
な
り
、
未
然

態
の
推
量
を
表
わ
す
。
し
か
も
、
推
量
表
現
と
い
う
よ
り
は
疑
問

表
現
を
表
わ
す
。
コ
ソ
・
ゾ
と
呼
応
せ
ず
、
疑
問
詞
・
疑
問
の
係

助
詞
カ
と
呼
応
す
る
の
は
そ
れ
を
意
味
す
る
。

［
注
］

（
１
）	『
玉
塵
抄
』
か
ら
の
引
用
は
「
国
立
国
会
図
書
館
本
」（
勉
誠
社
複
製
）
に
拠
る
。

「
叡
山
文
庫
本
」（
清
文
堂
出
版
複
製
）
も
参
照
し
た
。

（
２
）	

ラ
ウ
・
ツ
ラ
ウ
・
ウ
ズ
ラ
ウ
に
関
し
て
は
、
次
の
拙
稿
を
発
表
し
て
い
る
。

	

複
合
助
動
詞
「
つ
ら
む
」
の
用
法
に
関
す
る
一
考
察�

『
学
苑
』一
九
九
三
年
一
月

	

複
合
助
動
詞
「
つ
ら
う
」
の
用
法�

『
学
苑
』一
九
九
五
年
一
月

	

助
動
詞
「
ら
う
」「
う
ず
ら
う
」
の
用
法�

『
学
苑
』二
〇
〇
一
年
一
月

	

ツ
ラ
ウ
・
ウ
ズ
ラ
ウ
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
に
変
更
は
な
い
が
、
ラ
ウ
に
関

し
て
は
上
接
語
の
把
え
方
に
変
更
が
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
点
を
詳
述
し
た
。

（
３
）	「
複
合
辞
」
の
定
義
は
、
永
野　

賢
氏
「
表
現
文
法
の
問
題　

─
複
合
辞
の
認
定

に
つ
い
て
─
」（『
伝
達
論
に
も
と
づ
く
日
本
語
文
法
の
研
究
』
一
九
七
〇
年　

東

京
堂
出
版　

所
収
）
に
基
づ
く
。「
連
語
」
と
同
趣
に
理
解
し
て
い
る
向
き
も
あ

る
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
。

（
４
）	

拙
稿
「
平
家
物
語
に
お
け
る
助
動
詞
「
つ
」
の
文
章
論
的
考
察　

─
助
動
詞
「
き
」

と
の
比
較
を
通
し
て
─
」（
拙
著
『
玉
塵
抄
の
語
法
』（
二
〇
〇
一
年　

清
文
堂
出

版　

所
収
）
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

（
５
）	

小
田　

勝
氏
『
実
例
詳
解
古
典
文
法
総
覧
』（
二
〇
一
五
年　

和
泉
書
院
）
は
、「
た

だ
今
、
い
か
で
、
居
給
ひ
つ
ら
む
御
簾
引
き
上
げ
て
も
入
り
な
ま
ほ
し
く
（『
夜

の
寝
覚
』）」
を
引
用
し
、「
現
在
の
事
態
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
さ
れ

る
（
２
０
３
頁
）。

（
６
）	

大
野　

晋
氏
『
係
り
結
び
の
研
究
』（
一
九
九
三
年　

岩
波
書
店
）
22
頁
。

（
７
）	

詳
し
く
は
拙
著
『
玉
塵
抄
の
語
法
』
第
一
章
第
四
節
「
玉
塵
抄
の
述
定
・
装
定
表

現
─
「
デ
ア
ル
」
と
「
ニ
ア
ル
」
─
」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

（
８
）	

次
の
よ
う
な
「
テ
ア
ル
・
ヲ
ル
・
イ
（
ヰ
）
ル
」
の
相
違
も
問
題
と
な
る
。

	

チ
イ
サ
イ
用
ニ
タ
ヽ
ヌ
木
ハ
山
ノ
上
ニ
タ
カ
ア
カ
リ
シ
テ
ア
ル
ソ
正
シ
ウ
モ
ナ
イ

邪
佞
ナ
者
ハ
高
イ

位
ニ
タ
カ
ア
ガ
リ
シ
テ
ヲ
ル
ソ
蓮
花
ノ
イ
サ
キ
ヨ
イ
花
ノ
君
子

ト
イ
ワ
レ
タ
ヨ
イ
花
ハ
サ
ワ
ベ
ノ
ア
タ
リ
ニ
カ
ヾ
マ
ツ
テ
イ
タ
ソ
（
一
七
65
ウ
）

	

「
ア
ル
・
ヲ
ル
・
イ
（
ヰ
）
ル
」
の
通
時
的
研
究
は
、
金
水　

敏
氏
『
日
本
語
存

在
表
現
の
歴
史
』（
二
〇
〇
六
年　

ひ
つ
じ
書
房
）
が
詳
し
い
。

（
９
）	「
読
め
＋
る
（
完
了
）」
と
考
え
た
が
、
類
似
の
文
脈
に
「
読
む
る
」「
読
ま
る
る
」

も
現
わ
れ
る
。
拙
著
『
玉
塵
抄
の
語
法
』
第
一
章
第
一
節
「
玉
塵
抄
の
中
性
動
詞

─
「
読
ム
ル
」
の
用
法
─
」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

（
10
）	

土
井
忠
生
氏
訳
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』（
一
九
五
五
年　

三
省
堂
）
84
頁
。

（
11
）	

阪
倉
篤
義
氏
『
日
本
語
表
現
の
流
れ
』（
一
九
九
三
年　

岩
波
書
店
）
は
、
ウ
ズ

ラ
ウ
と
呼
応
す
る
カ
に
つ
い
て
「
無
く
て
も
意
味
は
変
ら
な
い
と
い
っ
た
、
間
投

助
詞
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
」（
194
頁
）
と
説
明
す
る
が
、
本
稿
の
用
例
か
ら

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
概
に
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。


